脳血管性認知症について
1．脳血管性認知症とは？
脳の血管(主に動脈ですが太い静脈のこともあります)が詰まったり破れたりすることによって，その部分の脳の働きが悪くなり，そのため認知症になることがあります．このような認知症を脳血管性認知症といいます．
脳血管性認知症は，脳のなかに大きな梗塞がある場合や小さな梗塞がたくさんある場合，脳全体の血流が低下している場合など様々な原因で発症します．脳卒中発作後に，突然，症状が現れたり，段階状に進行，悪化したりすることがしばしばみられます．
脳血管性認知症は，障害された場所によって，ある能力は低下しているが別の能力は比較的大丈夫という様に，まだら状に低下し，記憶障害がひどくても人格や判断力は保たれていることが多いのが特徴です．
また，高血圧，糖尿病，高脂血症，喫煙など，心疾患や動脈硬化の危険因子を持っていることが多いことも特徴です．更に，歩行障害，手足の麻痺，呂律（ろれつ）が回りにくい，転びやすい，尿失禁，抑うつ，感情失禁（感情をコントロールできず，ちょっとしたことで泣いたり，怒ったりする）などの症状が早期からみられることもしばしばあります．
2．脳血管性認知症の症状の特徴
脳血管性認知症では，障害された部位によって症状は異なり，めまい，しびれ，言語障害，知的能力の低下等にはむらがあります．また，記憶力の低下が強いわりには判断力や理解力などが相対的によく保たれている場合（まだら認知症）があります．また，症状は日によって差が激しいことがあります．
１）片麻痺 
２）意欲，自発性低下 
[bookmark: _GoBack]３）ろれつが回らない，失語症
４）嚥下障害
５）小刻み歩行などの歩行障害 
６）頻尿，尿失禁 
３．脳血管性認知症の治療
脳血管性認知症の認知機能障害を改善させる確かな方法は今のところありません．脳血管障害の予防(脳の血管の老化を進ませない)，脳卒中(脳梗塞，脳出血，くも膜下出血)の再発予防，そして認知症行動・心理症状を和らげる治療が中心になります．
	１）脳血管障害を起こさないための予防(脳卒中予防十か条：日本脳卒中協会)
1 手始めに　高血圧から　治しましょう 
2 糖尿病　放っておいたら　悔い残る 
3 不整脈　見つかり次第　すぐ受診 
4 予防には　タバコを止める　意志を持て 
5 アルコール　控えめは薬　過ぎれば毒 
6 高すぎる　コレステロールも　見逃すな 
7 お食事の　塩分・脂肪　控えめに 
8 体力に　合った運動　続けよう 
9 万病の　引き金になる　太りすぎ 
10 脳卒中　起きたらすぐに　病院へ
	２）脳卒中の再発予防
		①脳梗塞の予防
	脳梗塞の起こり方にあった予防薬(抗血小板薬や抗凝固薬)の内服を継続してください．自己判断で中止してはいけません．
	②一時的に顔がゆがんだり，腕に力が入らなかったり，喋りが悪くなったり，片目が真っ暗になったりしたら専門病院を受診しましょう．
	３）認知症行動・心理症状を和らげる治療
		①リハビリテーション
		日常生活動作の低下を防ぎ，寝たきりになることを防ぐことで認知症症状の悪化を抑える可能性があります．
		②薬物療法
		a)意欲・自発性の低下，興奮といった症状に対して脳循環代謝改善剤や非定型抗精神病薬が有効	な場合もあります．
		b)気分の落ち込みは多い症状であり，抗うつ薬を内服することもあります．
４．脳血管性認知症の経過(下の図のような経過を取ることが多い)
	高度の後遺症や再発により日常生活動作が悪化します．
		①寝たきりとなり，口からの食事摂取，排尿排便を自身で行うことが難しくなります．
		②寝たきりの状態になりますと，肺炎や心不全などにより生命にかかわることがあり	ます．
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